
東北公益文科大学 

101 

Ⅴ．特記事項 

1．本学における公益教育－公益への理解の醸成と公益精神の涵養 

本学は、日本初の「公益学」の創造と実践に基づく教育・研究・社会貢献に取り組んで

きた。大学の「使命」としても「人材育成（教育）」「公益の視点から、豊かな教養と専門

性を身につけ、地域や国際社会の課題に挑戦する公益人を育成します」を掲げている。近

年では SDGS、society5.0、ウェルビーイングといった社会課題に対し公益は重要なアプ

ローチであり、公益への理解の醸成、公益の精神の涵養は時代の要請ともいえる。 

「公益」を学ぶ科目を必修科目として、学部においては「現代公益論Ⅰ・Ⅱ」を、大学院

においては「公益学総論」を配置している。「現代公益論Ⅰ」では、「公益概念を理解し、

現代社会において公益がどのように位置づけられているのか認識すること、各自が一人ひ

とりの公益を考える軸を形成すること」を目標としている。 

令和 4(2022)年度卒業論文提出時調査では、「公益について意識して考えるようになった

か」「公益について自分なりの考えを持てるようになったか」の問いに対し、いずれも約 9

割の学生が「はい」と回答しており、本学における公益教育の成果が表れている。 

 

2．長期学外学修プログラム（SDGs探究プログラム） 

地域社会の持続可能性に問題意識を持ち、他者と協働で挑戦する力を育成する実習プロ

グラム。1・2 年次の春学期第 2 クォーター（6 月中旬）から夏休みにおいて、週 1～2 日

程度実習協力機関に滞在し、活動時間の積算により単位を認定している。 

令和 3(2021)年度の開始以来、酒田市日向コミュニティ振興会、鶴岡市山五十川地区自

治会、酒田市役所地域共生課、鮭川村役場、NPO 法人パートナーシップオフィス、株式会

社庄交コーポレーション、仮設機材工業株式会社、株式会社良品計画を協力機関とし、延

べ 24 名の学生が履修している。 

地域課題の体験学習、聞き取り調査、解決策の企画立案等の現地実習を通じ、これまで

に、地域の魅力発信動画、持続可能な観光プラン、在留外国人向け防災冊子等を制作。報

告会での成果発表と振り返りを経て修了となる。その後においては、課題挑戦型インター

ンシップやプロジェクト型応用演習など、後継となる課題系科目の履修に接続している。 

 

3．数理・データサイエンス・AI教育プログラム 

 公益学部では、政府提言の「AI 戦略 2019」の目標を念頭に、令和 3(2021)年度入学生か

ら 1 年次必修科目として「データリテラシー」、選択必修科目として「日経講座：デジタル

社会論」「セキュリティ論」「AI と社会」などの科目を開講し、従来から 2 年次必修であっ

た「基礎プログラミングⅠ・Ⅱ」と合わせて、「データサイエンス・AI 教育プログラム」

として全学生が履修する体制を整えた。本プログラムは、令和 4(2022)年度に文部科学省

の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）」の認定を受けた。

現在は同教育プログラム「応用基礎レベル」の認定に向けて取り組んでいる。 

 公益学部では、所属コースを超えて地域の課題解決に取り組んできた実績に加えて、全

学生がデータサイエンスの基礎知識とプログラミング技術を組み合わせて、情報システム

の設計と構築まで学修している実績も有しており、引き続き「データサイエンス・AI を活

用して課題の解決を図る人材」の育成に取り組んでいく。 


